
『
富
士
御
覧
日
記
』
の
成
立
と
そ
の
周
辺

'
森

田

兼

吉

 
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
九
月
、
将
軍
足
利
義
教
は
駿
河
に
下
向
し
、
富
士

を
遊
覧
し
た
。
そ
の
折
の
紀
行
が
群
書
類
従
紀
行
部
三
三
五
に
飛
鳥
井
雅
世
の

『
富
士
紀
行
』
尭
孝
の
『
覧
富
士
記
』
作
者
未
詳
の
『
富
士
御
覧
日
記
』
と
三

篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
の
旅
を
き
っ
か
け
に
三
つ
の
作
品
が
存
在
す
る

の
は
珍
し
く
、
そ
れ
だ
け
で
も
目
を
引
く
も
の
が
あ
る
が
、
中
で
も
『
富
士
御

覧
日
記
』
は
、
類
従
本
の
板
本
で
五
丁
と
一
行
の
本
文
に
宗
長
の
書
簡
一
丁
と

三
行
が
付
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
小
品
と
は
い
え
、
連
歌
四
句
を
含
ん
で
い
る

点
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。
室
町
時
代
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
紀
行
文
学
は
和
歌
入

り
の
紀
行
と
し
て
始
ま
り
、
二
条
良
基
の
よ
う
に
連
歌
に
堪
能
な
人
で
あ
っ
て

も
作
中
に
連
歌
を
記
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
宗
祇
で
さ
え
最
初
の
『
白
河
紀
行
』

で
は
作
中
に
載
せ
て
い
る
の
は
和
歌
だ
け
で
、
連
歌
は
末
尾
に
付
載
さ
れ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
み
『
白
河
紀
行
』
の
旅
は
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
だ
か
ら
、

そ
れ
よ
り
も
三
十
六
年
前
の
『
富
士
御
覧
日
記
』
・
の
連
歌
記
載
は
重
視
す
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
未
刊
未
見
の
も
の
も
あ
ろ
う
か
ら
確
言
は
し
に
く
い
も
の
の
、

そ
れ
は
作
中
に
連
歌
を
取
り
入
れ
た
最
初
か
、
ご
く
初
期
の
も
の
の
一
つ
で

あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
日
記
文
学
の
史
的
展
開
に
関
心
を
持
ち
は
じ
め
た
大
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 

院
の
学
生
の
頃
か
ら
注
目
し
て
は
い
た
の
だ
が
、
深
く
作
品
を
考
察
す
る
ゆ

と
り
は
な
か
っ
た
。
近
時
『
日
記
文
学
の
成
立
と
展
開
』
（
平
8
 
笠
間
書
院
）

を
上
梓
し
て
鎌
倉
時
代
ま
で
の
日
記
文
学
に
つ
い
て
ほ
ぼ
展
望
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
と
、
石
原
昭
平
・
三
角
洋
一
・
守
屋
省
吾
等
の
諸
氏
と
『
日
記
文
学

事
典
』
を
企
画
・
編
集
し
て
い
く
申
で
の
必
要
性
と
か
ら
、
久
し
ぶ
り
に
『
富

士
御
覧
日
記
』
を
再
読
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
作
品
の
性
格
、
作

者
の
問
題
、
宗
長
の
書
簡
が
付
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
な
ど
、
興
味
深
く
、

解
決
を
必
要
と
す
る
い
く
つ
も
の
問
題
の
存
す
る
こ
と
に
気
づ
き
も
し
た
。
こ

れ
ら
の
基
礎
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
は
平
安
時
代
の
日
記
文
学
を
読
ん

で
い
る
者
の
な
し
た
、
こ
れ
は
さ
さ
や
か
な
一
試
論
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
一

将
軍
義
教
の
旅
の
性
格
が
ま
ず
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
旅
が
多
く
の
人
数
を
揃
え
、
飛
鳥
井
雅
世
・
尭
孝
と
い
う
当
代
き
っ
て

の
歌
人
を
も
従
え
た
華
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

『
富
士
御
覧
日
記
』
に
は
、

 
 
同
十
八
日
府
中
。
先
小
野
縄
手
に
し
て
、
前
後
左
右
と
よ
み
あ
ひ
、
聖
跡

 
 
は
い
ま
だ
藤
枝
ゆ
五
里
の
ほ
ど
何
と
は
な
く
、
つ
た
へ
っ
た
へ
、
山
も
河
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『
富
士
御
覧
日
記
』
の
成
立
と
そ
の
周
辺



 
 
も
ひ
“
き
わ
た
り
け
る
と
な
ん
。

と
あ
り
、
五
メ
ー
ト
ル
に
一
人
と
い
う
乱
暴
な
計
算
を
し
て
も
四
千
人
に
は
な

る
。
物
見
遊
山
の
旅
と
し
て
は
常
識
を
こ
え
る
人
数
で
あ
ろ
う
。
続
群
書
類
従

合
戦
六
〇
一
の
『
今
川
家
譜
』
の
今
川
範
政
の
項
に
、

 
 
 
 
（
マ
マ
）

 
 
永
享
元
年
九
月
十
日
義
教
公
方
駿
河
富
士
山
御
遊
面
立
被
成
タ
メ
、
駿

 
 
州
へ
御
下
向
。
今
川
範
政
新
二
御
所
ヲ
造
テ
奉
迎
。
同
月
十
七
日
御
下
着
。

 
 
和
歌
ノ
御
会
数
日
也
。
其
饗
応
ノ
体
諸
大
名
モ
安
目
ケ
ル
。
富
士
御
覧
ノ

 
 
日
記
二
委
細
所
記
ナ
リ
。
是
劇
道
氏
公
モ
公
方
御
下
向
ノ
時
分
、
御
参
会

 
 
ア
ラ
バ
尋
常
の
喧
嘩
ニ
モ
ナ
シ
、
内
々
御
退
治
ア
ル
ベ
キ
御
底
意
ア
リ
テ

 
 
御
下
向
ト
、
後
二
事
ノ
次
デ
人
モ
知
ケ
ル
。
サ
レ
ド
持
氏
公
御
風
気
ニ
テ

 
 
其
時
分
参
会
ナ
シ
。
只
御
名
代
二
上
杉
房
州
憲
実
ヲ
参
ラ
セ
ラ
レ
タ
リ
。

と
あ
り
、
そ
の
少
し
後
に
、

 
 
持
氏
公
ト
御
中
モ
ヨ
カ
ラ
ザ
リ
シ
カ
バ
、
若
シ
東
海
道
ニ
モ
京
都
ノ
御
下

 
 
知
ヲ
背
ク
者
ア
ラ
バ
、
御
自
身
御
退
治
ア
ル
ベ
シ
ト
テ
、
富
士
山
御
覧
ト

 
 
カ
コ
ツ
ケ
、
御
下
向
有
シ
也
。

と
も
記
す
ゆ
『
今
川
記
』
に
は
二
種
類
の
本
が
存
在
す
る
が
、
続
群
書
類
従
合

戦
六
〇
三
所
収
の
『
今
川
記
』
に
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
文
が
見
え
る
。
早
く
井

 
 
 
 
 
 

上
宗
雄
氏
は
今
川
範
政
の
略
歴
を
記
す
中
で
「
将
軍
義
教
は
鎌
倉
公
方
牽
制

の
目
的
を
以
て
富
士
見
に
下
向
」
と
さ
れ
、
こ
の
前
後
の
将
軍
の
動
向
や
東
国

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

の
情
勢
を
詳
細
に
分
析
・
論
述
さ
れ
た
永
原
慶
二
氏
は
「
そ
の
ね
ら
い
は
い

う
ま
で
も
な
く
持
氏
に
対
す
る
示
威
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
。
「
義
教
に
至
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富
士
遊
覧
な
ど
さ
ら
に
持
氏
打
倒
の
態
度
を
明
確
に
し
」
た
と
見
る
史
家
も

あ
る
。
持
氏
も
幕
府
へ
の
反
抗
の
姿
勢
を
あ
ら
わ
に
し
、
永
享
十
年
に
は
永
享

の
乱
と
な
り
、
翌
十
一
年
二
月
自
害
の
結
末
に
至
る
ま
で
の
経
緯
も
前
記
永
原

氏
の
書
に
詳
し
い
。
尭
孝
の
『
覧
富
士
記
』
は
、

 
 
七
の
道
風
お
さ
ま
り
、
入
の
嶋
な
み
静
に
し
て
、
よ
も
の
関
守
戸
ざ
し
を

 
 
わ
す
れ
侍
れ
ば
、
旅
の
ゆ
き
・
さ
は
る
こ
と
も
な
く
、
、
万
の
座
く
ろ
を
ゆ

 
 
つ
る
こ
・
ろ
ざ
し
を
な
む
も
と
と
し
け
れ
ば
、
い
つ
く
に
や
ど
り
と
る
も

 
 
心
と
け
、
た
の
し
び
お
ほ
か
る
御
代
に
ぞ
侍
り
け
る
。
裳
に
富
士
御
覧
の

 
 
御
有
増
…
…

と
い
う
文
で
書
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
側
近
の
歌
人
の
寿
言
で
あ
り
、

こ
れ
と
正
反
対
の
世
相
で
あ
っ
た
。
'
『
遠
聞
御
記
』
九
月
十
日
条
に
は
「
武
家

諸
大
名
大
略
参
」
と
あ
り
、
義
教
が
従
え
た
多
数
の
人
々
は
軍
勢
と
も
な
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
持
氏
へ
の
示
威
・
牽
制
で
あ
る
と
同
時
に
、
造
反
反
逆
す

る
も
の
は
退
治
し
、
み
ず
か
ら
を
無
事
京
都
に
帰
ら
せ
る
た
め
の
保
身
の
具
で

も
あ
っ
た
。
将
軍
義
教
に
親
し
い
満
済
の
『
満
済
准
后
日
記
』
（
続
群
書
類
従

本
に
よ
る
。
返
り
点
は
森
田
。
）
永
享
四
年
八
月
二
十
九
日
課
に
は
、

 
 
曲
目
富
士
御
下
工
事
一
、
関
東
阿
房
守
内
々
申
入
状
返
事
被
レ
仰
二
割
赤
松

 
 
播
磨
守
一
。
其
案
文
一
見
了
。

と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
翌
晦
日
の
条
に
も
、

 
 
自
二
関
東
上
杉
安
房
蘭
方
一
重
注
進
。
今
度
富
士
御
下
向
事
二
言
テ
、
関

 
 
東
雑
説
以
外
。
伍
鎌
倉
殿
怖
畏
間
、
為
二
身
用
心
万
一
一
難
二
五
騎
十
騎

 
 
侯
一
、
近
所
者
臨
レ
期
馳
参
事
富
者
。
一
向
無
二
正
体
一
儀
乙
案
出
来
一
具
つ

 
 
後
々
雑
説
又
不
レ
可
レ
断
候
。
当
年
事
ハ
平
二
被
二
相
延
一
候
者
、
尤
陰
面

 
 
重
可
二
畏
入
一
候
云
々
。

 
安
房
守
上
杉
憲
実
は
持
氏
の
将
軍
へ
の
反
逆
を
押
さ
え
よ
う
と
す
る
立
場
を

と
っ
て
い
た
と
い
う
ぐ
永
原
氏
）
。
前
掲
の
『
今
川
家
譜
』
で
、
持
氏
は
病
気

で
駿
河
に
は
来
ず
、
名
代
と
し
て
上
杉
憲
実
を
つ
か
わ
し
た
と
あ
る
が
、
お
そ
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ら
く
は
事
を
起
こ
す
ま
い
と
い
う
憲
実
の
配
慮
の
結
果
で
あ
り
、
持
氏
の
病
気

は
口
実
に
す
ぎ
ま
い
。

 
将
軍
義
教
の
富
士
へ
の
下
向
は
九
月
三
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
延
引
さ

れ
、
結
局
十
日
と
な
っ
た
。
『
耳
聞
御
記
』
九
月
二
日
条
に
は
（
続
群
書
類
従

本
に
よ
る
。
返
り
点
は
森
田
）
、

 
 
抑
室
町
殿
明
日
東
国
へ
下
向
。
可
レ
被
二
富
士
御
覧
一
云
々
。
管
領
遠
江

 
 
分
国
之
間
、
為
二
用
意
一
一
両
日
以
前
下
向
。
此
事
管
領
前
管
領
白
田
山
被
二

 
 
仰
談
一
之
処
、
枝
葉
ノ
御
事
と
諌
申
。
侃
御
詠
一
首
、
両
人
二
被
レ
遣
。

 
 
 
中
空
に
な
す
な
よ
富
士
の
ゆ
ふ
け
ぶ
り

 
 
 
 
 
た
つ
名
に
か
へ
て
お
も
ふ
心
を

 
 
面
々
感
嘆
申
。
是
程
被
二
中
食
一
上
ハ
と
申
て
令
二
治
定
一
云
々
。
但
関
東

 
 
二
有
二
物
言
一
。
此
時
下
向
種
々
有
二
沙
汰
一
興
々
。
侃
諸
大
名
御
前
評
定
、

 
 
延
否
未
レ
定
云
々
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
 

 
管
領
は
斯
波
義
淳
、
前
管
領
は
畠
山
満
家
で
あ
る
。
十
日
の
条
に
は
、
「
関

東
有
二
物
言
一
下
下
向
不
レ
可
レ
然
之
由
畠
山
申
言
。
然
而
□
赤
松
等
申
二
勧
御

下
向
一
云
々
。
関
東
存
二
野
心
一
可
レ
有
二
恐
怖
事
一
歎
。
数
日
之
儀
枝
葉
事
也
」

と
あ
る
の
が
、
二
日
の
文
後
半
の
注
釈
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
義
教
の
周
辺
に
も

富
士
遊
覧
を
申
し
留
め
よ
う
と
す
る
者
も
あ
り
、
強
く
勧
め
る
者
も
あ
っ
た
中

で
の
、
義
教
の
強
い
意
向
に
よ
り
決
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

 
義
教
の
富
士
遊
覧
の
折
に
記
さ
れ
た
三
つ
の
紀
行
を
一
覧
し
た
だ
け
で
は
、

こ
う
し
た
政
情
は
読
め
な
い
。
ま
た
『
富
士
紀
行
』
や
『
覧
富
士
記
』
の
よ
う

な
伝
統
的
な
和
歌
を
主
軸
と
す
る
紀
行
を
読
む
上
で
は
、
こ
う
し
た
背
景
は
知

ら
な
く
て
も
差
し
支
え
ば
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
『
富
士
御
覧
日
記
』

は
こ
う
し
た
背
景
の
知
識
な
し
に
は
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
作
品

『
富
士
御
覧
日
記
』
の
成
立
と
そ
の
周
辺

で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
二

 
将
軍
義
教
は
九
月
十
日
暁
に
出
立
、
二
十
九
日
の
「
午
忍
業
」
（
満
面
准
后
日

記
）
に
帰
着
し
た
。
雅
世
の
『
富
士
紀
行
』
が
十
日
の
暁
か
ら
二
十
七
日
の
「
武

者
の
宿
」
で
の
詠
歌
ま
で
、
発
孝
の
『
覧
富
士
記
』
が
出
立
の
暁
か
ら
「
御
所

に
還
御
の
と
き
」
ま
で
を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
『
富
士
御
覧
日
記
』
は
、

 
 
永
享
四
年
妊
九
月
、
富
士
御
覧
の
御
下
向
に
初
の
十
日
京
都
出
御
。
同
十

 
 
七
日
、
藤
枝
鬼
巌
寺
に
御
下
着
。
雨
す
こ
し
時
雨
て
、
暁
方
よ
り
晴
て
、

 
 
月
は
あ
り
明
に
て
、
い
そ
ぎ
御
立
。
同
十
八
日
府
中
。
先
小
野
縄
手
に
し

 
 
て
、
御
輿
た
て
ら
れ
御
覧
じ
て
、
前
後
左
右
と
よ
、
み
あ
ひ
、
」
御
跡
は
い
ま

 
 
だ
藤
枝
、
五
里
の
ほ
ど
何
と
は
な
く
、
つ
た
へ
く
山
も
河
も
ひ
．
き
わ
 
 
n

 
 
た
り
け
る
と
な
ん
。
御
着
府
、
す
な
は
ち
富
士
御
覧
の
亭
へ
す
ぐ
に
御
あ
 
 
B

 
 
が
り
あ
り
て
、

 
 
 
 
み
ず
は
い
か
に
思
し
る
べ
き
言
の
葉
も
及
ば
ぬ
ふ
じ
と
予
て
聞
し
も

 
 
 
 
 
 
御
返
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
従
四
位
源
範
政

 
 
 
 
君
が
み
む
け
ふ
の
た
め
に
や
昔
よ
り
つ
も
り
は
そ
め
し
不
二
の
白
雪

の
よ
う
に
筆
が
起
こ
さ
れ
、
日
付
け
の
な
い
「
遠
江
塩
見
坂
に
て
」
で
の
義
教

の
御
詠
計
三
首
と
発
句
一
句
、
範
政
一
首
、
雅
世
一
首
、
至
孝
二
首
、
鋼
真
居

士
（
山
名
金
吾
）
の
歌
一
首
で
本
文
を
終
え
、
最
長
の
書
簡
に
続
い
て
い
る
。

義
教
の
京
都
出
立
か
ら
駿
河
国
府
中
ま
で
の
記
述
は
一
切
な
く
、
終
わ
り
も
駿

河
国
を
少
し
西
に
外
れ
た
遠
江
国
塩
見
坂
で
、
記
述
や
歌
の
ほ
と
ん
ど
は
駿
河

国
内
で
の
も
の
で
あ
っ
て
、
義
教
に
供
奉
し
た
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

出
迎
え
た
駿
河
守
護
今
川
範
政
サ
イ
ド
の
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る



こ
と
は
一
読
し
て
わ
か
る
。
た
だ
書
簡
の
ぬ
し
宗
長
の
作
で
は
な
い
こ
と
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弓
長
の
生
年
が
永
亨
四
年
よ
り
一
六
年
後
の
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
で
あ
る

こ
と
を
確
め
な
く
て
も
、
書
簡
の
「
此
記
い
っ
こ
も
く
次
第
な
ら
ず
み
え
候

て
、
然
本
塩
出
置
て
備
な
を
し
候
て
可
レ
然
高
箒
」
と
い
う
書
き
出
し
そ
の
他

の
文
に
よ
っ
て
自
明
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 

 
荒
木
良
雄
氏
は
、
「
『
今
川
記
』
（
史
籍
集
塗
下
）
の
終
り
に
、
こ
の
記
と
同

じ
内
容
が
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
本
書
が
今
川
範
政
と
将
軍
を
始
め
人
々

と
の
唱
和
が
主
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
上
記
の
よ
う
に
駿
河
で
の
和
歌
・
連
歌

の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
な
ど
か
ら
、
駿
河
国
に
い
た
今
川
範
政
の
手
に
成
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
も
の
ら
し
い
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
白
井
忠
功
氏
は
、
荒
木
氏
の
説
ド

を
承
け
、
さ
ら
に
、
「
雅
世
、
舞
孝
の
二
巴
が
私
歌
集
的
な
性
格
を
持
つ
の
に

比
べ
て
、
」
『
富
士
御
覧
日
記
』
が
将
軍
・
範
政
ら
の
贈
答
歌
が
集
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
将
軍
が
駿
府
滞
在
中
の
三
日
間
の
記
事
で
あ
っ
て
、
「
紀
行
文
字

学
と
思
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
即
ち
、
記
録
的
和
歌
集
の
性
格
を
持
つ
も

の
で
あ
」
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
、
義
教
を
歓
待
し
た
範
政
の
手
に
な
る
も
の
の

よ
う
で
あ
る
と
、
荒
木
氏
の
説
を
肯
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
別

説
も
用
意
し
て
お
ら
れ
る
。

 
『
今
川
記
』
に
は
二
種
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
荒
木
氏
の
指
摘

さ
れ
た
史
籍
集
覧
所
収
本
（
改
定
史
籍
集
覧
別
記
一
四
四
所
収
）
で
、
続
群
書

類
従
（
合
戦
部
）
六
〇
二
所
収
本
も
同
種
の
本
で
あ
る
。
五
巻
の
う
ち
四
巻
は
、
「

寄
島
の
末
に
「
右
四
巻
を
前
代
の
聞
記
と
云
。
是
ハ
駿
州
蒲
原
住
人
斎
藤
道
斎

七
十
歳
時
記
之
有
蓋
」
と
あ
っ
て
、
斎
藤
道
斎
が
聞
き
書
き
し
た
も
の
を
中
心

と
し
て
著
し
た
も
の
で
、
巻
五
に
は
今
川
氏
親
が
制
定
し
た
分
国
法
「
今
川
仮

名
目
録
」
と
氏
親
の
子
義
元
の
「
仮
名
目
録
追
加
」
と
が
収
め
ら
れ
、
増
補
さ

れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま
一
つ
は
続
群
書
類
従
六
〇
三
所
収
益
だ
が
、
こ

れ
は
『
今
川
家
譜
』
を
幹
に
巻
首
巻
末
に
増
補
を
行
っ
た
形
の
本
で
、
末
尾
に
、

 
 
右
今
川
伝
記
上
下
者
、
一
延
宝
第
五
暦
竪
瓦
東
府
一
以
二
傭
筆
一
員
置
焉
。
系

 
 
図
富
士
記
等
者
、
宝
永
乙
酉
林
野
於
二
上
陽
碓
氷
河
辺
意
匠
篭
一
新
者
筆

 
 
而
書
写
之
納
二
文
庫
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
歓
水
子
印

と
あ
り
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
『
今
川
伝
記
』
（
今
川
家
譜
）
が
書
写

さ
れ
、
巻
首
の
系
図
や
巻
末
の
『
富
士
市
』
等
は
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
の

書
写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
本
で
は
『
今
川
家
譜
』
の
巻
末
に
『
富
士

丸
』
と
し
て
「
永
享
四
年
壬
子
…
…
」
以
下
の
『
富
士
御
覧
日
記
』
と
同
内
容

の
も
の
他
が
記
さ
れ
、
前
者
で
は
七
三
の
末
に
「
以
上
」
と
あ
り
、
「
永
享
四

年
壬
子
九
月
十
日
航
-
…
」
以
下
の
文
と
歌
が
続
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
同
内
容

と
い
っ
て
も
、
『
今
川
記
』
付
載
の
も
の
は
散
文
部
分
が
『
富
士
御
覧
日
記
』

よ
り
も
少
く
、
歌
数
は
そ
れ
よ
り
多
く
歌
順
も
異
る
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
後

に
詳
述
す
る
こ
と
ど
し
て
、
『
今
川
記
』
付
載
の
も
の
に
も
宗
長
の
書
簡
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
の
は
注
目
し
て
よ
い
。
こ
の
宗
長
の
書
簡
は
ど
の
よ
う
な
性
格

の
も
の
で
あ
り
、
『
富
士
御
覧
日
記
』
と
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
も
の
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
『
富
士
御
覧
日
記
』
の
類
従
本
に
よ
っ
て
全
文
を
示
そ
う
。

 
 
此
岸
い
っ
こ
も
く
次
第
な
ら
ず
み
え
候
て
。
然
本
四
出
候
て
御
な
を
し

 
 
候
て
可
レ
然
存
候
。

 
 
諸
大
名
御
供
衆
、
心
外
の
外
様
衆
、
奉
公
奉
行
衆
、
旅
着
、
雨
が
さ
川
本
、

 
 
人
夫
三
十
人
、
下
男
已
下
白
米
雑
事
雑
具
各
同
じ
。
如
レ
此
味
細
の
高
し

 
 
る
し
候
亡
い
か
f
に
て
は
候
へ
ど
も
、
昔
の
御
太
儀
を
も
し
ろ
し
め
さ
せ

 
 
む
た
め
に
て
候
。
御
分
国
は
当
国
ま
で
の
御
事
に
て
候
け
る
。
其
内
寺
社

 
 
本
所
領
御
成
敗
に
あ
ら
ず
。
い
か
ゾ
如
レ
此
の
御
ま
か
な
ひ
御
申
画
け
る

（32）



 
 
や
。
諸
大
名
宿
所
に
は
御
風
呂
湯
殿
の
御
用
意
、
御
樽
田
舟
、
下
荷
、
奨

 
 
物
已
下
毎
日
の
事
共
を
臨
川
坊
海
什
具
に
物
語
齢
し
、
か
た
る
や
う
に
お

 
 
ぼ
え
書
に
て
候
。
ロ
ハ
昔
の
こ
と
を
く
は
し
く
御
し
り
候
へ
ば
、
自
他
の
忠

 
 
の
程
を
も
し
ろ
し
め
す
べ
く
候
。
委
細
に
御
知
り
候
て
、
扱
御
し
り
候
は

 
 
ぬ
や
う
に
何
事
も
又
大
や
う
に
や
候
べ
か
ら
ん
。
大
名
に
も
高
下
し
な

 
 
ぐ
御
わ
た
り
候
へ
ば
、
げ
に
も
御
供
衆
外
様
奉
公
衆
ど
も
の
・
次
第
わ
け

 
 
く
御
知
候
て
肝
要
候
。
此
一
冊
に
も
、
細
川
下
野
守
、
同
三
号
守
、
山

 
 
名
中
務
大
輔
な
ど
は
御
供
衆
と
み
え
候
。
こ
・
恕
と
む
ま
れ
か
は
り
候
て
、

 
 
御
案
内
の
み
に
て
有
げ
に
候
。
都
鄙
み
だ
れ
は
て
ん
こ
と
は
何
事
も
く

 
 
差
異
候
は
ぬ
や
う
に
は
候
得
ど
も
、
昔
よ
の
の
次
第
は
御
存
知
候
で
は
、

 
 
よ
く
候
は
む
ず
ら
む
と
、
注
候
で
は
よ
く
御
座
あ
る
べ
き
と
存
任
申
上
溝
。

 
 
返
々
物
し
り
顔
。
一
笑
々
々
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八
旬
有
余
宗
長
。

 
こ
の
文
章
の
う
ち
の
最
初
の
「
上
記
」
か
ら
「
可
レ
然
候
」
ま
で
二
行
分
は

『
今
川
記
』
付
載
本
に
は
な
く
、
、
「
八
旬
有
余
宗
長
」
の
部
分
が
五
巻
本
『
今

川
記
』
で
は
「
八
旬
有
余
書
之
」
と
変
わ
っ
て
お
り
、
『
今
川
家
譜
』
の
一
写

本
（
今
川
伝
記
）
に
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
書
写
し
て
付
記
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
『
富
士
記
』
で
は
欠
い
て
い
る
。

 
「
此
記
」
以
下
の
二
行
は
、
『
富
士
御
覧
日
記
』
と
書
簡
主
文
と
を
結
び
つ
け

る
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
書
簡
に
は
書
き
手
が
臨
川
坊
海
什
か
ら
聞
い
た
と

い
う
、
か
な
り
昔
の
は
な
や
か
で
派
手
な
饗
応
、
も
て
な
し
ぶ
り
が
語
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
と
教
訓
が
中
心
な
の
だ
が
、
こ
う
し
た
昔
語
り
や
教
訓
が
偶
発
的

に
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
『
富
士
御
覧
日
記
』
と
の
関
わ
り
で
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
「
こ
の
一
冊
に
も
、
細
川
下
野
守
…
…
御
供
衆
と
み
え
候
」

『
富
士
御
覧
日
記
』
の
成
立
と
そ
の
周
辺

の
文
に
よ
っ
て
明
確
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
に
は
、
何
の
と
き
の
は
な
や
か
な
も

て
な
し
な
の
か
が
書
か
れ
て
は
お
ら
ず
、
独
立
性
に
は
乏
し
い
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
「
此
記
い
っ
こ
も
一
」
以
下
二
行
の
文
は
、
本
来
あ
っ
た
も
の
で
、

し
か
し
、
『
今
川
記
』
に
は
直
接
必
要
は
な
い
た
め
、
『
今
川
記
』
に
入
れ
ら
れ

た
折
に
省
か
れ
た
と
准
坐
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
宗
長
の
名
の
部
分
が
「
書

之
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
、
書
い
た
人
の
名
が
な
い
の
は
不
自
然
だ
し
、
後

に
述
べ
る
こ
と
と
も
関
わ
る
が
、
書
簡
の
書
き
手
が
宗
長
だ
と
い
う
こ
と
は
不

自
然
で
は
な
く
、
そ
れ
で
よ
く
わ
か
る
。
た
だ
「
前
代
耳
聞
記
」
と
い
う
『
今

川
記
』
に
は
書
簡
の
主
は
必
ら
ず
し
も
重
要
で
は
な
く
、
恣
意
に
よ
っ
て
省
か

れ
た
り
、
誤
写
さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
は
高
い
。
「
七
旬
有
余
宗
長
」
の
部
分

が
そ
っ
く
り
な
い
本
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
事
情
は
考
え
ら
れ
る
。

 
こ
の
書
簡
は
宗
長
が
『
富
士
御
覧
日
記
』
の
一
写
本
を
あ
る
人
に
贈
っ
た
と

き
、
そ
れ
に
添
え
ら
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
の
贈
ら
れ
た
人
と
は
、
文

書
の
内
容
か
ら
し
て
、
今
川
氏
の
当
主
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
に
語
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
故
事
を
よ
く
知
っ
て
お
く
必
要
の
あ
る
人
、
委
細
を
知
っ
た
上
で

知
ら
な
い
よ
う
な
顔
で
「
お
お
や
う
に
」
ふ
る
ま
う
必
要
の
あ
る
人
、
大
名
の

高
下
品
々
、
御
供
衆
か
奉
公
衆
か
な
ど
ま
で
知
る
必
要
の
あ
る
人
、
と
い
う
条

件
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
今
川
氏
の
中
に
求
め
る
な
ら
ば
、
当
主
以
外
に
は
考

え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

、
、
宗
長
は
享
禄
五
年
（
一
五
三
二
）
に
八
五
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
「
八
章

有
余
」
を
八
一
歳
以
上
と
す
れ
ば
、
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
か
ら
同
五
年
ま

で
の
こ
と
で
、
そ
の
間
の
今
川
氏
の
当
主
は
今
川
氏
輝
で
あ
る
。
贈
爵
は
名
将

の
誉
あ
る
母
親
の
子
で
、
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
六
月
に
没
し
た
父
の
あ
と

を
承
け
て
家
督
を
継
い
だ
。
範
政
I
I
範
忠
…
義
忠
一
下
親
一
氏
輝
と

（33）



い
う
系
譜
で
あ
る
。
家
督
を
継
い
だ
の
は
元
服
の
翌
年
で
ま
だ
一
四
歳
。
勝
俣

 
 
す
 

鎮
夫
氏
に
よ
れ
ば
「
幼
少
の
た
め
家
中
の
統
制
が
不
十
分
で
、
家
臣
の
横
暴

が
め
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
母
の
寿
桂
尼
が
後
見
役
と
し
て
国
政
を
行
な
っ

た
ら
し
く
、
享
禄
年
間
（
一
五
二
八
～
三
二
）
に
は
寒
生
の
判
物
の
か
わ
り
に
、

寿
桂
尼
の
朱
印
状
（
印
文
「
蹄
」
）
が
出
さ
れ
て
い
る
」
之
い
う
。
氏
輝
の
母

の
朱
印
状
が
見
ら
れ
る
と
い
う
享
禄
年
間
は
そ
の
ま
ま
誓
書
の
「
八
旬
有
余
」

の
と
き
と
重
な
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
0
）

 
「
…
昔
よ
り
の
次
第
は
御
存
知
候
（
は
）
で
は
よ
く
御
座
あ
る
べ
き
と
存
否

上
書
」
と
い
う
こ
の
書
簡
は
そ
の
よ
う
な
時
期
の
氏
輝
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
と

し
て
ま
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。

 
宗
長
は
駿
河
国
島
田
の
住
の
鍛
冶
の
子
で
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
今
川
家

と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
彼
自
身
が
『
宇
津
山
記
』
や
『
宗
長
手

記
』
に
詳
し
く
書
い
て
お
り
、
今
川
家
ぬ
き
に
そ
の
伝
の
語
ら
れ
る
こ
と
は
ま

ず
な
い
。
特
に
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
一
二
月
に
七
歳
で
家
督
を
つ
ぎ
、

大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
五
十
四
歳
で
没
す
る
ま
で
今
川
家
の
主
で
あ
っ
た
氏

親
と
は
親
し
か
っ
た
。
永
正
一
四
年
（
一
五
一
七
）
正
月
、
武
田
合
憲
と
弟
た

ち
と
の
武
田
家
の
内
訂
に
信
虎
に
味
方
し
て
甲
斐
勝
山
に
軍
勢
を
送
っ
て
い
た

氏
親
は
、
上
長
を
使
者
と
し
て
事
な
く
兵
を
撤
退
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
「
五
十

日
に
を
よ
び
、
敵
味
方
に
さ
ま
ぐ
老
心
を
つ
く
し
、
ま
こ
と
に
い
つ
は
り
う

ち
ま
ぜ
て
、
三
月
二
日
、
二
千
余
人
、
一
人
の
悪
も
な
く
し
り
ぞ
き
」
と
宗
長

は
『
宇
津
山
記
』
に
し
る
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
里
長
手
記
』
大
永
二
年
（
一

五
二
二
）
の
記
で
は
、
越
前
の
知
人
を
訪
ね
る
旅
で
駿
河
国
訳
津
山
の
東
麓
柴

屋
庵
を
出
立
、
懸
川
（
掛
川
）
の
朝
日
奈
泰
能
の
亭
に
逗
留
し
、
そ
の
父
で
今

川
氏
親
の
武
将
泰
熈
の
城
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、
こ
こ
を
本
拠
に
し
た
泰
熈
の

「
粉
骨
雪
叩
の
次
第
」
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
か
ら
む
氏
親
の
何
度

か
の
出
陣
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
氏
親
の
戦
陣
に
ま
で
宗
長
が
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
泰
熈
の
粉
骨
戦
忠
の
記
事
が
『
今
川

家
譜
』
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
ら
れ
て
い
る
部
分
の
あ
る
と
こ
ろ
を
指
摘
さ
れ
た

 
 
 
 
 
 
 

島
津
忠
夫
氏
は
、
『
今
川
家
譜
』
が
基
に
し
た
「
柴
屋
（
宗
長
）
作
の
仮
名
の

伝
記
」
の
存
在
を
重
視
し
て
お
ら
れ
る
。
『
今
川
家
譜
』
に
は
長
文
の
編
者
の

後
記
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
同
書
は
宗
陰
沙
阿
弥
の
子
が
天
正
四
年
（
一
五

七
六
）
に
染
筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
柴
屋
作
ノ
仮
名
ノ
御
伝
」
が

出
て
く
る
。
島
津
氏
と
は
私
の
読
み
は
若
干
異
る
の
で
、
本
文
を
引
き
な
が
ら

解
説
を
加
え
て
述
べ
よ
う
。

 
 
今
川
一
流
ノ
御
筆
礼
ハ
、
初
祖
心
省
入
道
殿
ヨ
リ
以
来
皆
御
他
界
被
成
テ
、

 
 
御
中
陰
ノ
内
二
雨
降
レ
バ
是
ヲ
硯
水
二
審
テ
墨
ヲ
摺
、
先
行
御
一
代
ノ
伝

 
 
ヲ
書
付
芸
事
、
上
総
介
氏
親
ノ
事
、
増
善
寺
殿
御
代
迄
不
絶
へ
。
是
御
家

 
 
ノ
例
法
幣
。

 
今
川
一
流
の
伝
は
、
初
祖
心
省
（
愛
国
）
の
と
き
よ
り
代
々
底
親
（
法
名
十

善
安
心
山
）
に
い
た
る
ま
で
、
中
陰
中
の
雨
の
日
に
雨
滴
を
硯
の
水
と
し
て
書

く
の
が
例
法
だ
っ
た
と
い
う
。
男
親
の
場
合
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
（
様
）

 
 
喬
事
様
御
遠
行
ノ
御
中
陰
二
右
之
通
書
付
申
候
時
分
、
大
上
損
御
所
望

 
 
ニ
テ
大
原
和
尚
ノ
一
七
二
縮
候
テ
交
二
被
遊
艇
。

と
あ
り
、
例
法
通
り
中
陰
中
に
そ
の
伝
が
書
か
れ
た
時
分
に
大
上
様
（
氏
親
室

寿
桂
尼
）
の
所
望
で
、
大
原
和
尚
が
一
冊
に
縮
め
た
と
い
う
。
大
原
和
尚
と
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
い
げ
ん
 
 
（
1
2
）

氏
親
か
ら
そ
の
子
義
元
の
養
育
を
託
さ
れ
た
太
原
崇
孚
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一

冊
に
縮
め
た
と
い
う
の
は
、
氏
親
の
伝
を
と
い
う
の
で
は
な
く
、
歴
代
の
伝
を

一
冊
に
縮
め
た
も
の
と
解
せ
る
。
そ
れ
は
漢
文
体
の
も
の
で
あ
っ
た
ぢ
し
い
。
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是
二
君
一
我
等
躰
ノ
文
盲
ノ
輩
不
及
御
言
ナ
レ
バ
 
亡
父
二
身
沙
阿
弥

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ボ
 

 
 
屋
形
様
へ
申
上
、
米
代
ノ
御
為
二
柴
屋
老
人
絹
針
ミ
、
右
ノ
巻
物
ノ
中

 
 
ノ
御
伝
ノ
有
益
ヲ
仮
名
二
略
、
是
ヲ
一
通
令
書
写
、
建
言
ノ
明
神
ノ
社
檀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

 
 
二
籠
言
下
処
二
、
去
ル
永
禄
十
二
年
御
屋
形
様
御
館
御
退
去
ノ
時
分
、

 
 
代
々
御
重
書
モ
大
原
／
御
作
ノ
御
伝
モ
皆
焼
亡
。
…
…

 
今
川
家
の
伝
は
、
ω
代
々
の
中
陰
中
に
書
き
継
が
れ
た
も
の
（
A
）
、
㈲
A
を

太
源
崇
孚
が
一
冊
に
縮
め
た
も
の
（
B
）
、
㈹
B
を
宗
長
が
仮
名
書
き
に
し
た
も

の
（
C
）
と
三
種
類
が
作
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
A
B
は
永
禄
十
一
年
1
『
今

川
家
譜
』
の
本
文
の
引
用
は
前
に
も
用
い
た
続
類
従
六
〇
一
本
に
よ
る
が
、
誤

ま
り
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
『
今
川
伝
記
』
（
今
川
家
譜
）
に
系
図
、
富
士
記
他

を
増
補
し
て
成
っ
た
続
類
従
六
〇
三
『
今
川
記
』
に
よ
っ
て
訂
し
た
。
（
）

を
付
け
て
傍
記
し
た
の
が
訂
正
本
文
で
あ
る
一
（
一
五
六
八
）
一
二
月
、
今

川
氏
真
（
御
屋
形
様
）
が
武
田
信
玄
の
進
攻
に
よ
っ
て
駿
府
を
捨
て
、
掛
川
城
に

敗
走
し
た
と
き
に
焼
け
、
C
だ
け
が
残
っ
た
こ
と
に
な
る
。
宗
長
の
作
と
い
っ

て
も
上
記
の
よ
う
な
事
情
で
の
成
立
で
、
宗
長
の
編
と
も
著
と
も
い
い
が
た
い
。

『
今
川
家
譜
』
は
そ
の
宗
長
の
作
を
も
直
接
傍
に
置
い
て
で
は
な
く
、
「
古
の
柴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
 

屋
作
の
仮
名
ノ
御
三
ノ
大
躰
、
老
厘
毛
イ
タ
シ
処
々
忘
却
仕
候
得
共
思
出
ル
・

任
セ
、
病
勢
ノ
隙
々
二
旅
宿
ノ
慰
二
染
筆
書
集
」
め
た
と
い
い
、
同
書
が
記
憶

で
書
け
る
は
ず
も
な
く
、
一
種
の
虚
構
と
思
わ
れ
、
島
津
氏
の
よ
う
に
「
今
川

氏
の
武
勲
を
記
録
す
る
合
戦
記
に
、
連
歌
師
宗
室
が
か
か
わ
っ
て
い
る
」
と
い

う
よ
り
、
合
戦
記
に
宗
長
の
書
い
た
も
の
が
利
用
さ
れ
、
宗
長
の
名
が
利
用
さ

れ
て
い
る
と
い
っ
た
方
が
よ
さ
そ
う
な
の
だ
が
、
今
川
氏
に
お
け
る
宗
長
の
位

置
の
重
要
さ
は
こ
こ
で
も
確
認
し
う
る
。

 
管
長
に
と
っ
て
和
親
の
死
は
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。
『
宗
長
手
記
』
大
永

『
富
士
御
覧
日
記
』
の
成
立
と
そ
の
周
辺

七
年
（
一
五
二
七
）
条
の
奥
津
で
の
記
事
中
に
（
岩
波
文
庫
本
に
よ
る
）
、

 
 
大
永
六
年
六
月
廿
三
日
、
喬
山
亭
他
界
の
飛
脚
、
臨
川
庵
よ
り
山
城
新
酬

 
 
恩
庵
七
月
廿
九
日
到
着
。

と
書
き
起
こ
し
て
氏
親
と
の
関
わ
り
を
述
懐
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

 
 
抑
此
四
月
よ
り
三
下
、
国
の
躰
次
第
承
、
又
見
及
三
皇
。
何
事
も
う
つ
・

 
 
と
も
候
は
ぬ
御
事
の
み
に
て
こ
そ
。
こ
と
し
は
幾
程
も
候
は
ぬ
に
、
如
レ

 
 
此
か
は
り
は
て
た
る
御
事
に
や
と
驚
入
、
罷
過
候
。
…
…

と
氏
親
没
後
の
駿
府
の
変
わ
り
よ
う
に
驚
き
、
そ
の
思
い
を
朝
比
奈
泰
以
に
書

き
送
り
、
そ
の
書
簡
の
写
し
を
も
載
せ
て
い
る
。

 
 
何
事
も
過
去
の
み
罷
成
型
事
、
歎
入
事
に
て
候
。
南
山
も
十
ヶ
年
先
よ
り

 
 
御
心
も
御
中
風
気
に
つ
き
て
、
御
成
敗
の
様
も
、
正
儀
の
御
思
案
も
、
い

 
 
か
に
そ
や
と
、
二
身
工
事
の
み
候
し
。
今
は
ま
た
、
又
は
た
ち
の
御
内
、

 
 
御
わ
ら
は
心
の
御
程
は
何
事
も
御
心
の
ほ
ど
お
さ
ま
り
が
た
く
、
奉
公
の

 
 
人
に
も
心
に
ま
か
せ
ら
る
べ
し
。
さ
れ
ば
、
此
度
当
国
穿
下
、
我
等
躰
ま

 
 
で
、
雑
言
、
空
事
傍
若
無
人
の
事
の
み
耳
に
み
ち
候
。
…
…

と
（
こ
こ
で
も
「
は
た
ち
の
御
内
」
（
実
際
は
一
五
歳
）
の
氏
輝
の
治
世
の
混

乱
を
歎
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
宗
長
が
『
富
士
御
覧

日
記
』
の
一
写
本
に
あ
の
よ
う
な
教
訓
的
な
書
簡
を
添
え
て
黒
蓋
に
贈
っ
た
理

由
も
は
っ
き
り
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

 
範
政
は
将
軍
義
教
の
富
士
遊
覧
の
た
め
の
裏
の
意
図
を
十
分
知
っ
て
い
た
ろ

う
し
、
関
東
の
持
氏
側
の
反
応
も
む
ろ
ん
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
。
そ
の
上
で
の

大
接
待
は
将
軍
へ
の
恭
順
の
姿
勢
を
内
外
に
再
確
認
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
盛
儀
の
記
と
海
什
か
ら
聞
い
た
大
接
待
の
昔
話
か
ら
始
ま
る
教
訓
的

な
書
簡
を
贈
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鼠
落
に
偉
大
な
る
今
川
氏
の
当
主
と
し
て
の
．
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自
覚
を
う
な
が
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
三

 
『
正
広
日
記
』
は
歌
僧
正
広
が
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
駿
河
に
下
っ
た
と

き
の
紀
行
だ
が
、
そ
こ
に
、

 
 
む
か
し
今
川
上
総
介
範
政
老
僧
歌
の
友
と
し
て
朝
夕
と
も
な
は
れ
し
か
ど

 
 
も
、
今
は
世
中
う
つ
り
て
知
人
も
な
し
。
中
頃
臨
川
坊
と
て
都
に
て
み
し

 
 
人
府
中
に
住
侍
る
が
、
く
だ
り
た
る
異
き
き
て
、
せ
う
そ
こ
あ
り
て
、
（
中

 
 
略
）
な
ど
あ
り
て
、
迎
を
た
び
た
る
に
思
立
侍
る
。

と
あ
り
、
『
面
長
手
記
』
に
、

 
 
正
広
先
年
下
向
、
又
此
磯
に
誘
引
し
て
、
三
保
が
崎
あ
た
り
ま
で
舟
を
こ

 
 
が
せ
て
…
…

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
臨
川
坊
・
宗
長
・
正
広
の
三
人
が
・
「
駿
河
国
で
会

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
」
宗
長
が
書
簡
で
臨
川
坊
海
馬
か
ら
聞
い
た
話
と

し
て
記
し
て
い
る
の
は
「
そ
の
こ
ろ
聞
い
た
と
こ
ろ
を
晩
年
に
想
起
し
て
し
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

た
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
」
と
井
上
曲
豆
氏
は
指
摘
し
て
お
ら
れ

る
。
白
井
忠
功
氏
は
、
こ
の
こ
と
と
、
『
富
士
御
覧
日
記
』
で
、
雅
世
の
「
雲

や
こ
れ
」
の
歌
を
姻
真
居
士
山
名
金
吾
の
歌
に
、
器
品
の
「
白
妙
の
」
の
歌
を

雅
世
の
歌
に
誤
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
品
は
「
ω
今
川
範
政
の
手
記
。

働
範
政
の
手
記
を
宗
長
が
書
写
。
㈹
臨
川
坊
の
語
る
と
ご
ろ
を
君
長
が
書
き
記

す
」
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
と
い
う
推
測
を
「
㈹
説
が
有
力
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
か
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。

 
臨
川
坊
は
府
中
（
駿
府
）
に
住
ん
で
い
た
。
宗
長
も
駿
府
で
多
く
の
年
を
暮

ら
し
た
。
『
宗
長
日
記
』
．
に
は
「
臨
川
庵
」
と
い
う
呼
称
が
二
度
見
え
、
島
津

 
忠
夫
氏
は
岩
波
文
庫
本
の
脚
注
で
「
未
詳
。
駿
府
の
禅
林
の
一
塔
頭
で
書
替
の

 
駿
府
に
お
け
る
三
跡
か
」
と
し
て
お
ら
れ
る
（
P
一
三
五
）
。
海
什
の
臨
川
坊

 
と
関
わ
り
も
あ
り
そ
う
で
、
こ
の
二
人
に
は
会
う
機
会
は
多
く
あ
っ
た
は
ず
で
、

 
宗
長
が
海
什
か
ら
昔
話
を
聞
い
た
の
は
文
明
五
年
と
は
限
定
で
き
な
い
。

 
 
『
富
士
御
覧
日
記
』
は
海
什
が
語
っ
た
と
こ
ろ
を
宗
長
が
記
し
た
と
い
う
の

 
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
鶴
野
が
氏
輝
に
贈
っ
た
も
の
が

 
原
本
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
わ
け
で
、
「
此
想
い
つ
こ
も
く
次
第
な
ら
ず
み

 
え
候
て
」
と
い
う
の
は
、
海
什
の
語
り
の
正
確
性
へ
の
疑
問
な
い
し
は
自
己
の

 
記
し
方
の
不
確
か
さ
を
い
う
と
強
い
て
解
し
て
み
て
も
、
「
装
本
尋
出
町
て
御

 
な
を
し
候
て
可
レ
然
存
候
」
と
い
う
の
は
他
の
写
本
の
存
在
の
可
能
性
を
考
え

 
て
の
言
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
海
什
の
語
り
を
宗
長
が
記
し
た
も
の
で
は
あ
り

 
え
な
い
。

 
 
で
は
範
政
の
作
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
範
政
は
『
源
氏
物
語
』
の
梗
概
・
注
釈

 
の
書
で
あ
る
『
源
氏
物
語
提
要
』
の
著
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、
歌
人
と
し
て

 
も
著
名
で
『
新
続
古
今
集
』
に
二
首
採
ら
れ
て
い
る
。
『
富
士
御
覧
日
記
』
を

 
書
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
も
し
範
政
の
作
で
あ
る
と
す

 
る
な
ら
ば
、
今
川
家
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
、
宗
長
が
誤
り
の
多

 
い
一
写
本
を
氏
輝
に
贈
る
い
わ
れ
は
な
い
。
そ
れ
に
宗
長
の
書
簡
の
中
で
も
範

 
政
の
御
作
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
は
ず
で
、
「
此
記
」
「
可
レ
然
本
」
「
此
一
冊

 
に
も
」
な
ど
と
い
う
書
き
方
も
少
な
く
と
も
宗
長
は
範
政
作
と
い
う
考
え
を

 
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
今
川
家
と
深
く
関
わ
り
続
け
た
里
長
の

 
判
断
は
信
頼
で
き
る
の
で
あ
る
。
範
政
作
者
説
は
否
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ

O 
ろ
う
。

 
 
『
富
士
御
覧
日
記
』
は
書
き
手
の
個
性
の
感
じ
ら
れ
な
い
作
品
で
あ
る
。
同
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じ
折
の
『
富
士
紀
行
』
と
『
覧
富
士
記
』
に
は
作
者
雅
世
や
発
言
の
感
慨
が
地

-
の
文
で
も
述
べ
ら
れ
、
詠
歌
も
作
者
の
も
の
が
あ
く
ま
で
主
体
な
の
だ
が
、
こ

の
作
品
に
は
筆
者
ら
し
い
者
の
姿
は
ど
こ
に
も
見
え
な
い
。
も
っ
と
も
群
書
類

従
本
や
内
閣
文
庫
の
よ
う
な
形
の
『
富
士
御
覧
日
記
』
と
翼
長
が
氏
輝
に
贈
っ

た
本
と
が
ま
っ
た
く
同
じ
形
の
も
の
か
ど
う
か
に
は
疑
問
も
あ
る
。
『
今
川
記
』

．
所
載
の
も
の
を
見
る
と
『
富
士
御
覧
日
記
』
と
歌
順
の
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り

一
た
と
え
ば
『
日
記
』
の
1
0
番
歌
ま
で
が
『
今
川
記
』
所
載
で
は
1
2
3
4

5
6
1
6
1
7
1
8
7
の
順
に
な
っ
て
い
る
i
、
『
肩
記
』
に
は
見
え
な
い
歌
や
句

が
存
す
る
。
改
訂
史
籍
集
覧
本
『
今
川
記
』
の
本
文
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、

 
 
よ
も
の
海
風
も
治
る
こ
ろ
と
て
や
雪
の
み
積
も
る
富
士
の
し
ば
山

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
範
政

 
 
旅
衣
た
ち
ぞ
か
ね
ぬ
る
雲
だ
に
も
か
・
ら
ぬ
ふ
じ
の
名
残
お
し
さ
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公
方
義
教
公

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
つ
カ

 
 
雨
風
も
さ
は
り
も
な
き
に
富
士
の
根
の
神
の
か
け
ひ
く
程
は
し
ら
れ
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
範
政

 
 
す
な
を
な
る
君
に
任
て
日
の
本
を
心
や
す
く
や
神
も
み
る
ら
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
（
範
政
）

 
 
つ
た
な
さ
も
お
ろ
か
な
る
を
も
も
ら
さ
じ
の
神
の
恵
を
身
に
知
（
ら
）
れ

 
 
ぬ
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
義
教
公

の
五
首
と
、
こ
の
作
品
の
一
つ
の
特
色
で
あ
る
連
歌
で
、
『
富
士
御
覧
日
記
』

で
は
、

 
 
御
前
に
し
て
一
躍
御
連
歌
御
発
句
、

 
 
 
 
い
く
秋
の
や
ど
の
ひ
か
り
ぞ
ふ
じ
の
雪

 
 
 
 
 
 
御
里
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
範
政

『
富
士
御
覧
日
記
』
の
成
立
と
そ
の
周
辺

 
 
 
 
霧
も
を
よ
ば
ぬ
松
の
こ
と
の
葉

 
 
 
 
 
 
御
第
三

 
 
 
 
有
明
の
月
を
あ
ふ
ぐ
や
朝
ぼ
ら
け

と
第
三
ま
で
で
あ
る
の
に
、

 
 
雲
路
た
“
し
き
は
っ
か
り
の
こ
ゑ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
祖
阿

 
 
千
町
田
は
み
な
か
り
七
ほ
の
と
き
を
得
て
 
 
 
 
 
 
 
 
常
盤

と
第
五
句
ま
で
を
記
し
、
脇
の
作
者
を
持
信
、
第
三
の
作
者
を
範
政
と
し
て
い

る
。 

こ
の
よ
う
な
異
同
は
あ
る
の
だ
が
、
前
に
も
引
い
た
マ
水
苗
四
年
荘
…
…
」

で
始
ま
る
書
き
起
こ
し
の
文
は
一
致
し
て
お
り
、

 
 
お
な
じ
あ
し
た
、
御
わ
た
ぼ
う
し
ま
い
ら
せ
ら
る
べ
き
よ
し
あ
り
て
、
や

 
 
が
て
御
ひ
た
に
う
ち
を
か
せ
穿
て
、

と
い
う
文
が
、
傍
線
部
の
最
初
が
「
同
廿
日
朝
」
、
次
の
傍
線
部
二
字
が
な
い

だ
け
で
一
致
し
て
い
る
な
ど
し
て
、
別
種
の
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
『
今
川
記
』
に
載
せ
る
と
き
に
地
の
文
な
ど
の
省
略
な
ど
は
あ
っ
た
か
も

し
れ
ず
、
現
在
見
ら
れ
る
『
富
士
御
覧
日
記
』
と
弓
長
が
揺
蕩
に
贈
っ
た
本
と

は
、
形
態
も
そ
う
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
私
は

ま
だ
『
富
士
御
覧
日
記
』
の
写
本
を
．
そ
う
多
く
は
見
て
い
な
い
の
だ
が
、
管
見

に
入
っ
た
も
の
は
み
な
宗
長
の
書
簡
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
二
号
の
書

簡
が
付
載
さ
れ
て
い
る
以
上
、
現
在
見
ら
れ
る
『
富
士
御
覧
日
記
』
は
今
川
家

の
本
に
よ
っ
て
い
る
わ
け
で
、
『
今
川
記
』
所
載
の
も
の
と
祖
本
を
共
有
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宗
長
が
氏
輝
に
贈
っ
た
も
の
が
共
通
亡
妻
で
、
そ
こ
か

ら
『
富
士
御
覧
日
記
』
も
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
歌
里
は
ま
だ
検
討
の
余
地
は

あ
る
が
、
回
数
は
『
今
川
記
』
所
載
本
程
度
で
、
形
態
や
地
の
文
は
類
従
本
や

（37）



内
閣
文
庫
本
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
を
原
型
本
の
輪
郭
と
見
て
よ
い
だ
ろ

う
。
た
だ
し
そ
の
原
型
本
と
は
宗
長
が
「
い
っ
こ
も
く
次
第
な
ら
ず
見
え
」

た
と
い
う
も
の
で
、
原
本
と
の
距
離
は
不
明
と
し
か
い
え
な
い
の
だ
が
、
少
く

と
も
原
型
本
に
お
い
て
も
、
記
者
の
感
情
・
感
慨
を
表
現
せ
ず
、
作
者
自
身
の

詠
歌
を
中
心
に
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
原
本
に
お
い
て
も

そ
の
性
格
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
よ
り
他
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
『
富
士
御
覧
日
記
』
中
の
詠
歌
は
、
『
今
川
記
』
所
載
の
も
の
を
も
足
し
て
数

え
れ
ば
、
将
軍
義
教
の
も
の
が
十
三
首
と
連
歌
（
発
句
）
二
句
目
範
政
の
も
の

が
十
四
首
と
連
歌
一
句
で
、
こ
の
二
人
の
も
の
が
群
を
抜
い
て
多
く
、
次
は
雅

世
の
五
首
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
作
者
は
範
政
で
は
な
い
。
と
な
れ
ば
、
今

川
家
の
、
範
政
に
侍
し
た
だ
れ
か
が
、
将
軍
と
範
政
の
歌
を
中
心
に
記
録
・
整

理
し
た
も
の
が
『
富
士
御
覧
日
記
』
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
「
記
録

的
和
歌
集
の
性
格
を
持
つ
」
と
い
う
前
に
も
引
い
た
白
井
忠
功
氏
の
指
摘
は
当

を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
範
政
の
指
示
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
よ

う
な
、
公
的
な
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
も
白
井
氏
が
指
摘
さ

れ
た
こ
と
だ
が
、
『
富
士
御
覧
日
記
』
で
は
「
お
な
じ
あ
し
た
（
二
十
日
）
の

詠
歌
中
に
あ
る
「
雲
や
こ
れ
雪
を
戴
く
ふ
じ
の
ね
は
」
の
歌
の
作
者
を
姻
真
居

士
山
名
金
吾
と
し
て
い
る
が
、
雅
世
の
『
富
士
紀
行
』
の
十
九
日
の
条
に
よ
れ

ば
雅
世
自
身
の
歌
で
あ
り
、
ま
た
白
井
氏
は
例
示
し
て
お
ら
れ
な
い
が
、
二
十

日
の
清
見
が
関
で
の
姻
真
居
士
の
「
け
ふ
か
・
る
こ
と
ば
の
玉
を
清
見
潟
」
の

歌
も
『
富
士
紀
行
』
に
よ
れ
ば
雅
世
の
作
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
作
者
の
誤

り
が
『
富
士
御
覧
日
記
』
に
は
あ
る
。
『
富
士
御
覧
日
記
』
の
二
十
日
の
朝
の
、

「
雅
世
朝
臣
飛
鳥
井
殿
」
と
し
て
記
さ
れ
る
、

 
 
富
士
の
ね
も
雪
を
戴
く
万
代
に
よ
う
つ
よ
つ
ま
ん
綿
ぼ
う
し
か
な

 
 
白
妙
の
高
ね
ば
か
り
は
さ
だ
か
に
て
日
か
げ
残
れ
る
山
の
は
も
な
し

の
二
首
め
が
尭
孝
の
『
若
富
士
記
』
十
九
日
の
条
に
よ
っ
て
尭
孝
の
作
で
あ
る

と
わ
か
る
の
は
、
二
首
目
の
作
者
名
が
伝
写
の
過
程
で
落
ち
た
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
、
『
今
川
記
』
本
で
は
こ
の
二
首
の
順
が
逆
で
あ
り
、
こ
の
二
首
に
続
く

の
が
発
孝
の
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
『
富
士
御
覧
日
記
』
の
作

者
名
誤
記
で
あ
ろ
う
。

 
日
付
の
誤
り
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
「
雲
や
こ
れ
」
の
歌
も
「
白
妙
の
」

の
歌
も
『
富
士
御
覧
日
記
』
で
は
二
十
日
差
詠
で
あ
る
の
に
、
他
の
紀
行
で
は

十
九
日
の
作
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
首
共
、

 
 
お
な
じ
あ
し
た
、
御
わ
た
ぼ
う
し
ま
い
ら
せ
ら
る
べ
き
よ
し
あ
り
て
、
や

 
 
が
て
御
ひ
た
ひ
に
を
か
せ
給
て
、

と
い
う
地
の
文
に
続
く
歌
の
中
の
も
の
で
、
こ
の
前
の
日
付
は
「
同
廿
日
御
詠
」

と
あ
る
も
の
で
、
『
今
川
記
』
本
で
は
は
っ
き
り
「
同
廿
日
朝
」
と
な
っ
て
い
、

る
（
「
同
廿
日
御
詠
」
の
句
は
『
今
川
記
』
本
に
は
な
く
、
そ
の
条
の
三
首
は

こ
の
綿
帽
子
の
文
中
の
九
首
目
の
後
に
続
け
て
い
る
）
。
し
か
し
、
綿
帽
子
に

か
か
わ
る
記
事
や
綿
帽
子
を
詠
み
込
ん
だ
将
軍
の
歌
は
『
富
士
紀
行
』
『
三
富

旧
記
』
共
十
九
日
の
こ
と
と
し
て
お
り
、
急
撃
が
一
致
す
る
そ
の
方
が
正
確
な

は
ず
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
詞
書
ふ
う
の
文
に
続
く
歌
（
『
富
士
御
覧
日
記
』

で
は
九
首
）
は
、
本
来
十
九
日
の
も
の
が
二
十
日
の
作
と
誤
認
さ
れ
て
記
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
今
川
範
政
に
近
侍
し
て
終
始
直
接
詠
歌
に
接
し
え
た
人

の
作
で
は
な
く
、
聞
き
書
き
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
部
分
も
か
な
り
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
さ
に
士
長
の
い
う
よ
う
に
「
い
っ
こ
も
く
次
第
な
ら
ず
」
と
い
う

も
の
だ
が
、
今
川
家
に
も
そ
れ
を
訂
す
る
よ
う
な
本
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、

作
者
や
日
付
の
記
載
の
誤
り
は
書
か
れ
た
当
初
（
原
本
）
か
ら
の
も
、
の
で
あ
っ

（38）



た
と
推
定
さ
れ
る
。

 
将
軍
一
行
の
隊
列
の
長
さ
（
人
数
の
多
さ
）
を
「
…
…
五
里
の
ほ
ど
何
と
は

な
く
、
つ
た
へ
っ
た
へ
山
も
河
も
ひ
ず
き
わ
た
り
け
る
と
な
ん
」
と
伝
聞
の
形

を
用
い
て
ま
で
記
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
海
什
が
語
っ
た
よ
う
な
今
川
家
の
用

意
の
ほ
ど
は
何
も
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
『
覧
富
士
記
』
に
、

 
 
こ
の
国
の
守
護
今
川
上
総
介
範
政
、
御
旅
の
お
ま
し
、
か
ざ
り
、
み
た
ち
、

 
 
け
い
め
い
し
侍
る
う
ち
に
も
、
雪
の
つ
も
れ
ら
む
す
が
た
を
上
覧
に
そ
な

 
 
へ
侍
ら
ば
や
と
ね
ん
じ
わ
た
り
け
る
に
、
昨
日
の
雨
彼
山
の
雪
な
り
け
り
、

 
 
今
日
し
も
白
妙
に
つ
も
れ
る
け
し
き
、
富
士
権
現
も
き
み
の
御
光
を
ま
ち

 
 
お
は
し
ま
し
け
る
と
み
え
て
、
あ
や
し
く
た
う
と
く
そ
お
ぼ
え
侍
る
。
（
十

 
 
八
日
）

と
あ
る
よ
う
な
叙
述
は
一
切
な
い
。
今
川
家
の
、
範
政
の
側
近
と
ま
で
は
い
え

な
い
、
し
か
し
あ
る
程
度
は
近
く
に
侍
す
る
こ
と
の
で
き
る
だ
れ
か
が
、
将
軍

義
教
と
当
主
範
政
の
詠
歌
を
中
心
に
、
京
か
ら
下
向
し
た
大
歌
人
や
大
名
衆
な

ど
駿
河
に
集
っ
た
人
々
の
歌
を
私
的
に
書
き
ま
と
め
た
の
が
『
富
士
御
覧
日
記
』

な
の
で
あ
ろ
う
。
．
白
井
氏
の
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
紀
行
と
は
い
い
が
た
い
。
聞

き
書
き
の
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
も
述
べ
た
が
、
全
体
が
打
聞
き
と

い
う
わ
け
で
も
な
く
、
自
己
の
見
聞
の
部
分
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
「
永
享
四
年

妊
九
月
」
「
初
の
十
日
」
「
同
十
七
日
」
「
同
十
八
日
」
「
十
九
日
の
あ
し
た
」
「
同

廿
日
」
「
お
な
じ
あ
し
た
」
「
同
日
」
と
い
う
よ
う
に
日
付
意
識
が
強
く
、
形
式

的
に
は
歌
日
記
に
近
い
。
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
に
染
筆
さ
れ
た
と
い
う
『
今

川
家
譜
』
に
も
「
富
士
御
覧
ノ
日
記
二
委
細
所
レ
記
ナ
リ
」
と
見
え
、
日
記
と

い
う
書
名
は
古
く
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
自
己
の
表
出
を
目
的
と
し
な

い
、
自
己
の
詠
歌
を
記
す
こ
と
も
考
え
て
い
な
い
、
あ
ま
り
類
の
な
い
作
品
で

『
富
士
御
覧
日
記
』
の
成
立
と
そ
の
周
辺

あ
る
。

 
そ
れ
に
し
て
も
連
歌
六
句
の
記
載
に
は
注
目
さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
、
飛
鳥
井

雅
有
の
『
春
の
深
山
路
』
は
、
か
な
で
日
次
の
日
記
の
形
を
採
り
、
連
歌
の
会

の
記
事
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
連
歌
そ
の
も
の
が
そ
こ
に
記
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
伝
統
的
な
紀
行
で
は
な
い
か
ら
ご
く
自
然
に
連
歌
も
載
せ
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
歌
日
記
だ
か
ら
連
歌
が
書
き
留
め
ら
れ
た
と
い
う
必

然
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
連
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
連
歌
の

重
み
を
十
分
に
感
じ
て
い
た
人
に
よ
っ
て
こ
の
作
品
が
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う

事
情
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
連
歌
の
第
四
・
第
五
を
つ
け
た
祖
阿

と
か
常
盤
と
か
い
っ
た
連
歌
の
席
に
召
さ
れ
た
人
た
ち
、
そ
れ
も
生
野
の
よ
う

な
連
歌
師
が
作
者
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
『
富
士
御
覧

日
記
』
の
写
本
が
今
川
家
に
で
は
な
く
再
認
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
田

 
連
歌
が
紀
行
に
取
り
込
ま
れ
る
前
史
と
し
て
、
『
富
士
御
覧
日
記
』
は
さ
ら
 
 
B

に
考
案
が
深
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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史
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史
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。
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熱
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。
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。
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」
考
立
正
大
学
国
語
国
文
五
昭
4
1
・
3
。
『
中
世

の
紀
行
文
学
』
（
昭
5
1
 
文
化
書
房
博
文
社
）
に
よ
る
。

『
国
史
大
事
典
1
』
（
昭
5
4
 
吉
川
弘
文
館
）
の
「
今
川
氏
輝
」
の
項
。

こ
の
あ
た
り
類
従
本
の
前
引
の
部
分
に
は
誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
奥
に
本
文
と
は
三
筆
で
「
此
一
帖
永
井
伊
賀
守
尚
庸
書
之
」
と
あ

り
、
『
本
朝
通
鑑
』
の
編
集
奉
行
な
ど
を
務
め
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る

永
井
尚
庸
が
書
い
た
と
い
う
伝
え
を
持
つ
内
閣
文
庫
本
に
よ
っ
て
訂
し

た
。連

歌
師
の
生
活
一
宗
長
の
場
合
-
文
学
・
語
学
五
三
 
昭
和
必
・
9

『
国
史
大
事
典
8
』
（
昭
6
2
）
の
「
太
原
崇
孚
」
の
項
、
及
び
大
和
田
哲

男
氏
（
写
真
水
野
茂
氏
）
『
戦
国
今
川
氏
1
そ
の
文
化
と
謎
を
探
る
一
』

（
平
4
 
静
岡
新
聞
社
）
を
参
考
に
し
た
。

『
群
書
解
題
 
第
十
こ
（
昭
3
5
 
続
群
書
類
従
完
成
会
）
「
紀
行
部
」

の
『
富
士
御
覧
日
記
』
の
項
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●

（40）


